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１．はじめに 

 津波災害を受けて建立された津波碑が，将来の津波

災害による人的被害の低減に寄与するには，少なくと

も地域住民にその存在が認知される必要がある．津波

碑の認知に関する既往研究では，住民数名への聞き取

り調査による定性的評価に留まっていること1)や， 一

つの津波碑のみを対象とした調査であること2)から，ど

のような津波碑が認知されるのか，津波碑がどの程度

の影響範囲を持っているのか等の認識に関する特性は

不明である．本稿では，質問紙調査を実施することで，

津波碑の存在認識に関する特性を定量的に評価する． 

２．研究概要 

 本研究の対象地域である陸前高田市には，明治三陸

地震津波および昭和三陸地震津波の津波碑が計 24 基存

在している（図-1）．それらはある程度の空間的な拡が

りを有していることに加え，属性（慰霊型や教訓型など）

や建立場所（寺社や県道脇など）が異なる構成となって

いる．質問紙では，陸前高田市に存在する 24 基の津波

碑の位置および写真を示し，東日本大震災以前に，過去

の津波災害に関連する石碑であることを知っていたも

の全てにチェックを付けてもらい，チェックを付けた

津波碑のうち，回答者の自宅の最も近くにある石碑に

ついて，知った時期・知ったきっかけ・石碑との関わり

等の項目に回答してもらう形式とした． 

 質問紙は，陸前高田市の応急仮設住宅および災害公

営住宅の計 1,560 世帯へポスティングにより配布を行

い，世帯の代表者一名に回答してもらい，郵送による回

収を行った．有効回収数は 357 部（有効回収率 22.9%）

であり，20 代と 90 代の回答者が少ないものの，性別・

年齢に関しては概ね偏りはない． 

３．津波碑の認知度 

 質問紙調査の結果，回答者全体の津波碑の認知度（津

波碑を認知している住民の割合）は 35.0%であった．し

かし陸前高田市には，津波碑が複数存在する地域と，一

つも存在しない地域が混在している．そこで図-2には，

より小さい地域スケールの町・大字単位で，津波碑の認

知度を比較した結果を示す．サンプル数に違いがある

ものの，津波碑が多く存在する広田町では認知度が高

く，津波碑が存在しない高田町や 1 基しか存在してい

ない気仙町では認知度が低くなる傾向が読み取れる．

この点から，一つの津波碑が市町村全体に影響を及ぼ

すことは考えにくく，地域住民に認知される範囲に限

界があることを初めて定量的に示すことができた． 

 図-3 に，属性，建立場所，形状別の津波碑の認知度

を示す．津波碑の属性や建立場所によって認知度に差

が生じていることがわかるが，属性に比べて建立場所

の方が，認知度の平均値に大きな差がある．寺社は慰霊

型 6 基，祈念型 1 基であるのに対し，住宅地内は慰霊

型 1 基，教訓型 4 基であるが，寺社の津波碑の認知度

の平均値が高いことから，建立場所が認知に大きく影

響している可能性がある．また形状別の認知度の平均
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図-1 陸前高田市の津波碑分布 

 

図-2 町・大字別の津波碑の認知度 
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値を比較すると，2 倍程度の差があることがわかる．以

上より，地域住民の津波碑の認知には，建立場所と形状

が大きな影響要素であると考えられる． 

４．津波碑の存在認知の特性 

図-4 に，転入者を除いた回答者を対象に，過去の津

波に関連する石碑であるといつ知ったかと，どのよう

に知ったかに関してのクロス集計を行った結果を示し

ている．津波碑を認知している住民の約 6 割（47 人中

30 人）が，10 代のうちに津波に関連する石碑であると

認識できており，さらに小学生以下の世代であっても，

3 割近くは実際に石碑を見ることで，過去の津波の石碑

であると認識したことが明らかとなった．また年齢が

上がるとともに，過去の津波の石碑であることを津波

碑から直接認識した人の割合が大きくなっており，識

字能力の向上とともに，碑文内容を理解できるように

なっていることが考察される．以上より，識字能力が十

分に身に付いていない子ども世代に対しては，第三者

による指導がなければ，過去の津波碑を災害の伝承に

生かすことができない可能性があると言える． 

５．津波碑と地域住民の関わり 

図-5 に，津波碑と地域住民の関わりの有無を示す．

一部には，追悼行事を行った，津波碑の周りで遊んでい

た等の関わりがあったが，特に津波碑との関わりがな

かったという住民が大半であり，生活習慣上での津波

碑との関わりは希薄であると言える．また 30 代を除い

て，年齢が若くなるほど津波碑との関わりを持つ住民

の割合が小さくなる傾向にある．時代の経過とともに，

津波碑と地域住民との物理的・心理的距離が大きくな

っている可能性を示唆しており，災害伝承媒体として

の津波碑の機能が薄れつつあると考えられる． 

６．おわりに 

 本研究では，岩手県陸前高田市を対象とした質問紙

調査から，津波碑の存在認識の特性を定量的に評価し

た．得られた結論を以下に示す； 

1) 津波碑が多く存在する地域とそうでない地域で津

波碑の認知度に差があり，一つの津波碑が市町村全

体に影響を及ぼすことは考えにくく，地域住民に認

知される範囲に限界があることを示した．  

2) 県道脇に建立されている津波碑の認知度が高く，さ

らに大型津波碑の認知度が柱状碑に比べて 2 倍程

度高かったことから，津波碑の建立場所および形状

が，地域住民の認知に影響を与える大きな要因であ

ると考えられる． 

3) 識字能力の向上とともに碑文内容を理解できるよ

うになっていることが質問紙調査の結果から推察

される一方で，子ども世代に対しては，第三者の指

導がなければ，過去の津波碑を災害の伝承に生かす

ことができない可能性があると考えられる． 

4) 時代の経過とともに津波碑と地域住民の物理的・心

理的距離が大きくなっている可能性があり，災害伝

承媒体としての津波碑の機能が薄れつつあると考

えられる． 
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図-3 属性・建立場所・形状別の認知度の比較 

 

図-4 津波碑を初めて知った時期と知ったきっかけ 

 

図-5 津波碑と地域住民の関わりの有無 
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